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水
谷
誠
氏
の
『『
類
篇
』
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
は
、
同

氏
の
『「
集
韻
」
系
韻
書
の
研
究
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
詩
聲
樸

學
─
中
國
古
典
詩
用
韻
の
研
究
─
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
続

く
、
三
作
目
の
論
文
集
で
あ
る
。
本
書
は
全
一
四
章
か
ら
な
る
が
、
中

心
テ
ー
マ
で
あ
る
『
類
篇
』
に
関
し
て
は
第
一
章
か
ら
第
九
章
に
お
い

て
論
じ
ら
れ
、
第
十
章
か
ら
第
十
四
章
で
は
「
小
学
書
の
周
辺
」
と
題

し
て
、
字
書
や
韻
書
、
唐
詩
の
用
韻
に
関
す
る
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
各
章
の
ほ
と
ん
ど
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て

発
表
さ
れ
た
論
考
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
概
ね
発
表
年
代
順
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
読
者
は
著
者
の
分
析
作
業
の
過
程
を
追
い
な

が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
が
論
考
対
象
と
す
る
『
類
篇
』
と
は
、
北
宋
・
治
平
四
年

（
一
〇
六
七
）
に
成
っ
た
官
撰
字
書
で
あ
る
。
宝
元
二
年
（
一
〇
三
九
）

字
書
『
類
篇
』
の
ザ
ン
ネ
ン
な
実
態澤

田　

達
也 

Book Review

A5判　256頁
汲古書院
［税込 6,600円］

に
完
成
し
た
『
集
韻
』
の
直
後
に
編
纂
の
必
要
性
が
奏
上
さ
れ
、
二
八

年
後
に
完
成
し
た
。
体
裁
は
『
説
文
解
字
』
に
倣
い
、
本
文
一
四
編
と

目
録
一
編
か
ら
な
る
。『
集
韻
』
と
と
も
に
、『
広
韻
』・『
大
広
益
会
玉

篇
』
を
継
ぐ
「
篇
韻
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
編
者

に
司
馬
光
の
名
が
冠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
般
に
は
価
値
の
高
い

字
書
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
『『
類
篇
』
研
究
』
を
手
に
す
る

読
者
も
『
類
篇
』
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
字
書
で
あ
る
の
か
を
本
書
が

証
明
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
期
待
は
も
の
の
見
事
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

先
に
結
論
を
述
べ
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
け
る
な
ら
、
本
書
で
明

ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、『
類
篇
』
と
い
う
字
書
が
い
か
に
「
ミ
ス
」、「
不

注
意
」、「
不
手
際
」（
い
ず
れ
も
本
書
第
六
章
に
み
え
る
表
現
）
に
満
ち
て

い
る
か
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
本
書
の
著
者
は
こ
の
字
書
に
対
し
、
最

水
谷
誠
著

『
類
篇
』研
究
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終
的
に
は
「
司
馬
光
と
い
う
権
威
に
支
え
ら
れ
て
散
逸
し
な
か
っ
た
こ

と
だ
け
を
多
と
す
る
寂
し
い
字
書
」（
第
八
章
）
と
ま
で
言
い
放
つ
に

至
る
が
、
そ
の
よ
う
な
一
種
「
寂
し
い
」
結
論
に
至
る
ま
で
の
分
析
過

程
が
本
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
長
い
こ
と
時
間
を
か
け
て
調
べ

た
こ
と
の
結
論
と
し
て
は
、
い
さ
さ
か
情
け
な
い
が
事
実
を
明
確
に
述

べ
る
こ
と
の
方
が
何
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
」（
第
八
章
）と
い
う
言
葉
は
、

却
っ
て
著
者
が
『
類
篇
』
に
掛
け
て
い
た
大
き
な
期
待
を
反
映
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
。

　

本
書
は
、
韻
書
『
集
韻
』
と
対
と
な
る
字
書
『
類
篇
』
の
真
実
の
姿

を
、
詳
細
な
分
析
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
た
論
著
で
あ
る
。
本
書
を
通

じ
て
『
類
篇
』
編
纂
の
過
程
で
い
か
な
る
問
題
が
存
在
し
た
の
か
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
下
ま
ず
は
目
次
を
掲
出
し
、

そ
の
後
、『
類
篇
』
に
関
連
す
る
章
に
絞
っ
て
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し

た
い
。

■
『
類
篇
』
研
究　

目
次 

　
　

序
章　

な
ぜ
『
類
篇
』
を
研
究
す
る
の
か

　
　

�

Ⅰ　
『
類
篇
』
研
究
／
第
一
章　
『
類
篇
』
は
何
の
た
め
に
編
ま
れ

た
か
／
第
二
章　
『
類
篇
』
増
補
に
つ
い
て
の
一
考
察
／
第
三
章

『
類
篇
』
は
ど
の
『
集
韻
』
を
用
い
た
の
か
／
第
四
章　
『
類
篇
』

反
切
相
違
の
一
要
因
に
つ
い
て
／
第
五
章　
『
類
篇
』
に
お
け
る

例
外
反
切
に
つ
い
て
（
部
首
篇
）
／
第
六
章　
『
類
篇
』
の
脱
落

字
に
つ
い
て
／
第
七
章　
『
類
篇
』
反
切
誤
記
札
記
／
第
八
章　

『
類
篇
』
の
無
義
注
に
つ
い
て
／
第
九
章　
『
集
韻
』
の
脱
落
字
に

つ
い
て

　
　

�

Ⅱ　

小
学
書
の
周
辺
／
第
十
章　
『
集
韻
』
で
の
『
説
文
解
字
』

の
影
／
第
十
一
章　

李
善
注
に
見
え
る
典
拠
不
明
の
訓
詁
は
何
か

ら
採
ら
れ
た
か
／
第
十
二
章　

多
音
字
“
重
”
及
其
聲
調
三
分
問

題
／
第
十
三
章　

白
居
易
怎
樣
用
多
音
字
“
重
”
押
韻
？
／
第

十
四
章　

關
於
元
代
韻
書　

兼
論
高
麗
朝
和
朝
鮮
朝
的
影
響

　

序
章
で
は
、『
類
篇
』
が
先
行
す
る
『
広
韻
』『
韻
略
』『
玉
篇
』
の

セ
ッ
ト
に
続
く
、『
集
韻
』『
礼
部
韻
略
』『
類
篇
』
と
い
う
セ
ッ
ト
の

一
部
で
あ
る
こ
と
、
従
来
『
類
篇
』
が
研
究
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
多

く
な
く
、
そ
の
研
究
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の

上
で
、『
集
韻
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
『
類
篇
』
の
理
解
が
進
む
で
あ

ろ
う
と
の
展
望
を
提
示
す
る
。

　

第
一
章
に
お
い
て
は
、
冒
頭
か
ら
「『
類
篇
』
は
『
集
韻
』
の
焼
き
直

し
に
な
っ
て
い
る
」（
八
頁
）
と
い
う
衝
撃
的
な
結
論
が
述
べ
ら
れ
る
。

た
だ
著
者
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
類
似
の
説
は
既
に
小
川
環
樹
一
九

六
二（

１
）が
提
示
し
て
お
り
（「
類
篇
の
内
容
は
集
韻
と
同
じ
で
あ
っ
て
（
中
略
）
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そ
の
ま
ま
機
械
的
に
並
び
替
え
た
だ
け
」）、
こ
こ
で
は
「
別
の
角
度
か
ら
、

調
査
検
討
を
し
て
み
た
い
」（
九
頁
）
と
し
て
、『
集
韻
』
と
『
類
篇
』

の
又
音
（
多
読
字
）
に
対
す
る
処
理
方
法
の
差
異
に
注
目
し
て
検
討
を

進
め
る
。『
集
韻
』
の
縮
小
版
と
い
う
べ
き
『
礼
部
韻
略
』
で
は
多
読

字
に
対
し
て
圏
点
を
付
し
標
識
と
し
て
い
る
が
、『
集
韻
』
に
は
圏
点

が
な
い
。
し
か
し
又
音
自
体
は
『
集
韻
』
に
お
い
て
も
積
極
的
に
収
録

を
試
み
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
膨
大
な
作
業
と
な
り
、
圏

点
な
ど
の
表
記
は
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
著
者
は
そ
の
実
現

が
『
類
篇
』
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
の
で
は
と
推
測
す
る
。
実
際
、『
類

篇
』
に
お
い
て
は
「
ど
の
多
読
字
に
も
き
ち
ん
と
又
音
表
記
が
収
め
ら

れ
て
」（
一
二
頁
）
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
『
類
篇
』
は
『
集
韻
』
を
再

構
成
し
て
作
成
さ
れ
た
「
又
音
字
典
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で

は
結
局
、「『
類
篇
』
に
は
『
大
広
益
会
玉
篇
』
の
後
継
の
実
質
を
伴
っ

て
い
な
い
」（
一
七
頁
）
と
い
う
評
価
を
下
し
て
い
る
が
、
一
方
で
「『
類

篇
』
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
集
韻
』
の
研
究
が
進
む
こ
と
」

（
一
七
頁
）
に
価
値
が
あ
る
と
著
者
は
述
べ
る
。
本
書
が
『
類
篇
』
の
研

究
書
で
あ
る
と
同
時
に
『
集
韻
』
の
研
究
書
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
章
の
初
出
は
二
〇
〇
四
年
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
初
出
の
第
一

章
よ
り
も
先
に
発
表
さ
れ
た
論
考
で
あ
る
。
実
際
、
第
二
章
か
ら
読
み

始
め
た
方
が
、
著
者
の
問
題
意
識
を
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
か
も
知
れ

な
い
。『
集
韻
』
の
後
に
編
纂
が
始
ま
っ
た
『
類
篇
』
で
は
増
補
作
業

が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
、『
大
広
益
会
玉
篇
』
所
収

字
の
う
ち
『
集
韻
』
未
収
の
も
の
を
対
象
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
仮
説
を
立
て
る
。
こ
れ
は
著
者
が
二
〇
〇
二
年
の
論
考
「『
大

宋
重
修
広
韻
』
と
『
大
広
益
会
玉
篇
』（

２
）」
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
説
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
『
集
韻
』
増
補
の
際
、『
大
広
益
会

玉
篇
』
収
録
字
の
う
ち
『
広
韻
』
未
収
の
字
を
対
象
に
、
一
定
の
基
準

下
で
増
補
作
業
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
章
で

は
『
類
篇
』
で
も
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
そ
の
上

で
著
者
は
『
大
広
益
会
玉
篇
』『
集
韻
』『
類
篇
』
の
三
資
料
に
つ
い
て

比
較
検
証
を
行
う
が
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
の
は
『
類
篇
』
に
お
け
る

『
大
広
益
会
玉
篇
』
か
ら
の
増
補
は
極
く
わ
ず
か
と
い
う
事
実
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
当
初
の
仮
説
は
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
が
著
者
が
そ
の
後
『
類
篇
』
の
編
纂
目
的
を
探
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
本
書
全
体
の
論
考
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
三
章
以
降
は
、
第
一
章
で
提
示
さ
れ
た
『
類
篇
』
は
『
集
韻
』
の

又
音
字
典
で
あ
る
と
の
説
を
様
々
な
面
か
ら
検
証
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、『
集
韻
』
の
現
行
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
を
通
じ
、『
類

篇
』
反
切
は
述
古
堂
本
に
拠
る
と
す
る
。
こ
の
こ
と
は
『
集
韻
』
現
行

本
中
、
述
古
堂
本
が
よ
り
古
い
系
統
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
と
す
る
。

　

第
四
章
で
は
、『
類
篇
』
の
編
纂
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
集
字
作
業
は
例
外
も
あ
る
が
基
本
的
に
部
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首
ご
と
に
分
担
し
て
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で

『
集
韻
』
は
成
立
時
か
ら
『
類
篇
』
完
成
ま
で
の
約
三
〇
年
間
刊
本
が

流
布
せ
ず
、
抄
本
で
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
は
と
い
う
仮
説
を
提
示
す
る
。

　

第
五
章
で
は
、『
類
篇
』
の
部
首
反
切
の
多
く
が
『
説
文
』
目
録
部

分
に
依
拠
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
六
章
で
は
、『
類
篇
』
に
お
い
て
「
勤
」「
故
」「
右
」「
酒
」
な
ど

常
用
字
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
こ
と
、「
惡
」「
鈔
」「
處
」
な
ど
典
型
的
な

多
読
字
の
字
音
の
一
部
が
脱
落
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
『
集
韻
』
に
収
録

さ
れ
る
異
体
字
の
う
ち
『
類
篇
』
未
収
の
も
の
が
四
四
一
例
あ
り
、
し

か
も
そ
の
選
択
に
統
一
し
た
方
針
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
指
摘
す

る
。
こ
の
よ
う
な
『
類
篇
』
編
纂
の
状
況
に
、
著
者
は
「
い
い
加
減
さ

に
慨
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
」（
一
〇
八
頁
）と
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
る
。

　

第
七
章
で
は
、『
類
篇
』
に
お
け
る
反
切
誤
記
の
原
因
に
つ
い
て
、

編
纂
時
に
使
用
さ
れ
た
『
集
韻
』
の
小
韻
代
表
字
に
付
さ
れ
た
圏
点
の

サ
イ
ズ
が
小
さ
か
っ
た
た
め
と
指
摘
し
、
現
行
本
で
は
述
古
堂
本
が
そ

の
姿
に
最
も
近
い
と
す
る
。

　

第
八
章
で
は
、『
類
篇
』
の
義
注
に
関
し
て
、
①
書
名
が
不
規
則
に

省
略
さ
れ
る
。
②
『
集
韻
』
に
見
え
る
仮
借
の
用
例
が
削
除
さ
れ
る
。

③
多
読
字
に
つ
い
て
代
表
字
の
み
に
義
注
が
付
さ
れ
る
等
を
指
摘
し
、

字
書
と
し
て
「
手
抜
き
」
で
あ
る
と
批
判
す
る
。

　

第
九
章
で
は
、『
類
篇
』
と
の
比
較
か
ら
、
現
行
本
『
集
韻
』
に
お

い
て
極
め
て
少
数
な
が
ら
収
録
字
の
脱
落
（
計
二
〇
例
）
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
脱
落
は
『
集
韻
』
完
成
後
ご
く
初
期
に
生

じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

　

以
上
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
『
類
篇
』
の
種
々
の
問
題
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
実
態
を
見
る
限
り
、『
類
篇
』
は
た
し
か
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に
「
司
馬
光
の
権
威
に
支
え
ら
れ
て
」
辛
く
も
伝
存
し
た
だ
け
の
字
書

と
の
印
象
を
強
く
す
る
。
著
者
が
結
論
付
け
る
よ
う
に
、『
集
韻
』
研
究

に
利
用
さ
れ
る
だ
け
の
価
値
し
か
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
評
者
の
感
想
で
は
あ
る
が
、『
類
篇
』
は
そ

の
成
書
後
も
、
南
宋
・
李
燾
撰
『
説
文
解
字
五
音
韻
譜
』
の
編
纂
当
初

に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
り（

３
）、
同
じ
く
南
宋
の
『
盧
宗
邁
切
韻
法
』
に
言

及
さ
れ
る（

４
）な
ど
、
一
定
の
影
響
力
は
保
持
し
て
い
た
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
る
。
金
代
の
『
群
籍
玉
篇
』
に
み
え
る
現
行
本
と
は
異
な
る
『
類
篇
』

の
引
用（

５
）な
ど
も
ま
た
、
そ
の
影
響
力
の
何
ら
か
の
反
映
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。

　

最
後
に
一
点
、
評
者
よ
り
著
者
に
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
書
で
も
た
び
た
び
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、『
類
篇
』
は
編
纂
開
始
か

ら
二
八
年
も
の
時
間
を
か
け
て
完
成
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
小
川

一
九
六
二
は
「
恐
ら
く
政
治
情
勢
の
影
響
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
著
者

は
こ
の
点
に
関
し
て
ど
う
お
考
え
だ
ろ
う
か
。
政
治
情
勢
の
影
響
か
、

そ
れ
と
も
「
手
抜
き
」
や
「
不
手
際
」
に
よ
る
遅
れ
だ
っ
た
の
か
、
は

た
ま
た
…
…
？　

ま
た
、『
集
韻
』
編
纂
時
に
は
南
北
知
識
人
の
対
立

が
背
景
に
あ
っ
た
と
の
指
摘（

６
）
も
あ
る
が
、『
類
篇
』
で
は
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
是
非
と
も
著
者
の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。
続
編
を

期
待
し
て
止
ま
な
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
第
十
章
～
第
十
四
章
「
小
学
書
の
周
辺
」
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
『
文
選
』
李
善
注
を
扱
っ
た
第

十
一
章
な
ど
は
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
第
十
二
章
、
第
十
三
章
は
多
音
字
「
重
」
に
関
す
る
論
考
で
あ

る
が
、
特
に
第
十
三
章
で
は
唐
詩
に
み
え
る
用
例
を
分
析
し
て
お
り
、

唐
代
文
学
に
興
味
の
あ
る
方
に
は
是
非
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）�

小
川
環
樹
一
九
六
二
「
宋
・
遼
・
金
時
代
の
字
書
」（
も
と
『
東
方
学
会

創
立
十
五
周
年
記
念
東
方
論
集
』（
東
方
学
会
）
所
収
。
の
ち
に
『
中
国

語
学
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
年
）
所
収
）。

（
２
）�『「
集
韻
」
系
韻
書
の
研
究
』（
二
〇
〇
四
年
、
白
帝
社
）
所
収
。

（
３
）�

高
橋
由
利
子
二
〇
〇
二
「
和
刻
本
『
説
文
解
字
五
音
韻
譜
』
の
依
拠
し

た
版
本
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
化
―
研
究
と
教
育
―
』（
六
〇
））
参
照
。

（
４
）�

鲁
国
尧
二
〇
〇
三
「《
卢
宗
迈
切
韵
法
》
述
论
」（
初
出
は
一
九
九
二
年
。

の
ち
改
題
加
筆
し
て
《
鲁
国
尧
语
言
学
论
文
集
》』（
江
苏
教
育
出
版
社
）

に
所
収
）
参
照
。

（
５
）
大
岩
本
幸
次
二
〇
〇
七
『
金
代
字
書
の
研
究
』（
東
北
大
学
出
版
会
）
参
照
。

（
６
）�
平
田
昌
司
一
九
九
六
「《
廣
韻
》
與
《
集
韻
》」（
も
と
《
中
國
文
學
的
多

層
面
探
討
―
語
文
情
性
義
理
』（
臺
灣
大
學
）
所
収
。
の
ち
《
文
化
制
度

和
汉
语
史
》（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
所
収
）。

（
さ
わ
だ
・
た
つ
や　

京
都
産
業
大
学
）


